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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 25,019 △5.5 2,579 △20.1 2,750 △17.4 1,557 △43.9
22年3月期第3四半期 26,466 △13.5 3,227 △39.0 3,329 △37.9 2,775 △4.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 34.48 34.47
22年3月期第3四半期 60.63 60.62

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 44,520 41,415 92.5 911.65
22年3月期 45,834 41,412 89.8 911.75

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  41,172百万円 22年3月期  41,176百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 28.00 28.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
28.00 28.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,200 △2.1 3,800 △10.6 4,000 △8.5 2,100 △38.2 46.50
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・平成22年５月７日に公表いたしました通期連結業績予想を修正しております。 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
・業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信〔添付資料〕Ｐ.３「連結業績予想に関する定性
的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ.４「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 51,172,160株 22年3月期  51,172,160株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  6,009,989株 22年3月期  6,009,801株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 45,162,171株 22年3月期3Q  45,774,179株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、輸出に支えられ生

産が増加し企業収益が改善するなど一部回復基調で推移いたしましたが、急激な円高の進行や国内の景気対策効果

の一巡などにより景気の先行き不透明感が拭えず、依然として予断を許さない状況が続いております。 

情報サービス産業では、企業の設備投資に下げ止まりの傾向がみえるものの、IT投資は依然として慎重な姿勢が

継続しており、受注環境の改善には至らず、受注競争の厳しさは依然続いております。 

このような状況のなか、当社グループは、金融業からの受注の回復を受け、ＳＥ（システムエンジニア）の最適

配置を行い稼働率の向上に努めるとともに、受託開発型（システム所有型）からサービス利用型への変化を好機と

してとらえ将来に向けたソリューションサービスの拡充に努めております。また、継続的に品質管理の強化を行う

とともに、販売管理費を削減するなど収益確保に努めてまいりました。 

しかしながら、金融業以外（製造業・サービス業・通信業など）のIT投資の抑制による厳しい受注環境の影響と

一部のプロジェクトにおいて採算性が低下するなどにより減収減益となりました。 

  

当社グループの業績は以下のとおりとなりました。 

売上高    25,019百万円（前年同期比 5.5％減） 

営業利益    2,579百万円（前年同期比20.1％減） 

経常利益    2,750百万円（前年同期比17.4％減） 

四半期純利益  1,557百万円（前年同期比43.9％減） 

  

なお、平成22年10月１日に会社名を『㈱日本システムディベロップメント』より『㈱ＮＳＤ』に変更しておりま

す。  

  

セグメントの業績は、以下のとおりとなりました。 

①システムソリューションサービス事業 

・情報サービス事業（ソフトウエア開発事業・コンピュータ室運営管理事業）につきましては、製造業・サービ

ス業など企業のIT投資の抑制の影響により、売上高は、22,457百万円（前年同期比3.4％減）となりました。 

・ソフトウエアプロダクト事業につきましては、取扱い製品の見直しに伴う影響により、売上高は、1,048百万

円（前年同期比36.5％減）となりました。 

  

②人材派遣事業につきましては、企業のコスト削減に伴う人材派遣に対するニーズが低調に推移した結果、売上高

は、1,230百万円（前年同期比5.9％減）となりました。 

  

③不動産賃貸事業につきましては、元社員寮などの自社所有物件を一般向けにも事業化するなど有効活用を図って

おります。その結果、売上高は、282百万円（前年同期比8.6％増）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①財政状態 

〔資産の状況〕 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 百万円減少し、 百万円となりまし

た。そのうち流動資産は 百万円減少の 百万円、固定資産は 百万円増加の 百万円となりまし

た。 

流動資産減少の主な要因は、受取手形及び売掛金が596百万円増加したものの、現金及び預金が2,757百万円、

商品及び製品が67百万円減少したこと等によるものです。 

固定資産増加の主な要因は、有形固定資産が91百万円、投資有価証券が621百万円増加したこと等によるもの

です。 

〔負債の状況〕 

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末比 百万円減少し、 百万円となりました。

そのうち流動負債は 百万円減少の 百万円、固定負債は 百万円減少の 百万円となりました。 

流動負債減少の主な要因は、買掛金が207百万円、未払法人税等が1,077百万円、賞与引当金が473百万円減少

したこと等によるものです。 

固定負債減少の主な要因は、退職給付引当金が89百万円減少したこと等によるものです。 

  

〔純資産の状況〕 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比 百万円増加し、 百万円となりました。 

純資産増加の主な要因は、配当金支払いにより1,264百万円、時価下落によりその他有価証券評価差額金が260

百万円減少したものの、四半期純利益により1,557百万円増加したこと等によるものであります。 

  

②連結キャッシュ・フローの概況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、 百万円

となり、前連結会計年度末比 百万円の減少となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、 百万円となりました。 

これは主に、税金等調整前四半期純利益 百万円、その他の流動負債の増加 百万円等による資金の増加

と、売上債権の増加 百万円、賞与引当金の減少 百万円、法人税等の支払 百万円等による資金の減少

によるものであります。 

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、 百万円となりました。 

これは主に、投資有価証券の取得による支出 百万円、有形固定資産の取得による支出 百万円等による

資金の減少によるものであります。 

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、 百万円となりました。 

これは主に、配当金の支払 百万円等による資金の減少によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月７日に公表いたしました平成23年３月期（平成22年４月１日～平成23年

３月31日）の通期業績予想を修正しております。詳しくは、本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照ください。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

また、一部の子会社につきましては、前連結会計年度の実際実効税率を用いて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,534,031 19,291,395

受取手形及び売掛金 6,877,365 6,280,789

商品及び製品 20,186 87,623

原材料及び貯蔵品 6,251 4,061

その他 705,390 708,861

貸倒引当金 △15,806 △15,496

流動資産合計 24,127,419 26,357,234

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,461,510 3,586,744

土地 5,061,875 5,069,732

その他（純額） 772,654 548,386

有形固定資産合計 9,296,040 9,204,863

無形固定資産   

のれん － 29,063

その他 192,701 148,670

無形固定資産合計 192,701 177,734

投資その他の資産   

投資有価証券 6,991,754 6,370,701

その他 3,920,631 3,796,191

貸倒引当金 △8,458 △72,257

投資その他の資産合計 10,903,927 10,094,635

固定資産合計 20,392,669 19,477,233

資産合計 44,520,088 45,834,468

負債の部   

流動負債   

買掛金 442,490 649,782

未払法人税等 26,012 1,103,420

賞与引当金 43,345 516,823

役員賞与引当金 47,300 57,000

株主優待引当金 57,614 39,948

受注損失引当金 8,900 －

その他 1,688,213 1,173,113

流動負債合計 2,313,877 3,540,088

固定負債   

退職給付引当金 730,423 820,266

役員退職慰労引当金 － 3,444

その他 59,886 58,261

固定負債合計 790,310 881,972

負債合計 3,104,188 4,422,061



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,205,864 7,205,864

資本剰余金 6,892,184 6,892,184

利益剰余金 36,969,525 36,758,280

自己株式 △7,139,575 △7,139,457

株主資本合計 43,927,999 43,716,872

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △251,953 8,286

土地再評価差額金 △2,329,768 △2,410,867

為替換算調整勘定 △174,179 △137,350

評価・換算差額等合計 △2,755,901 △2,539,931

少数株主持分 243,802 235,465

純資産合計 41,415,900 41,412,407

負債純資産合計 44,520,088 45,834,468



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 26,466,984 25,019,585

売上原価 20,947,326 20,362,245

売上総利益 5,519,658 4,657,340

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 826,031 801,693

賞与引当金繰入額 1,598 7,808

役員賞与引当金繰入額 49,250 47,300

役員退職慰労引当金繰入額 1,821 －

福利厚生費 228,335 164,391

賃借料 316,737 337,313

減価償却費 128,480 46,730

研究開発費 32,445 17,031

株主優待引当金繰入額 23,437 23,713

その他 684,013 632,052

販売費及び一般管理費合計 2,292,151 2,078,035

営業利益 3,227,506 2,579,304

営業外収益   

受取利息 44,975 59,401

受取配当金 37,305 72,710

受取家賃 71,688 －

有価証券受贈益 － 42,018

その他 31,619 24,693

営業外収益合計 185,588 198,824

営業外費用   

支払利息 73 46

賃貸原価 49,169 －

為替差損 － 13,222

和解金 － 9,000

その他 34,404 5,686

営業外費用合計 83,647 27,955

経常利益 3,329,447 2,750,173

特別利益   

固定資産売却益 1,763,142 －

投資有価証券売却益 － 31,688

貸倒引当金戻入益 － 14,684

その他 35,569 2,236

特別利益合計 1,798,712 48,608

特別損失   

固定資産売却損 395 －

投資有価証券評価損 214,194 20,823

ゴルフ会員権評価損 82,257 －

減損損失 － 7,856

その他 32,613 3,636

特別損失合計 329,461 32,316

税金等調整前四半期純利益 4,798,698 2,766,465



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

法人税等 2,003,975 1,189,678

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,576,787

少数株主利益 19,298 19,787

四半期純利益 2,775,424 1,557,000



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,798,698 2,766,465

減価償却費 367,691 216,125

のれん償却額 33,035 29,334

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,866 △63,489

賞与引当金の増減額（△は減少） △497,732 △473,477

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,850 △9,700

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 8,900

株主優待引当金の増減額（△は減少） 15,097 17,665

退職給付引当金の増減額（△は減少） 44,905 △89,842

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,178 △3,444

投資有価証券評価損益（△は益） 214,194 20,823

固定資産売却損益（△は益） △1,762,746 △157

受取利息及び受取配当金 △82,281 △132,111

支払利息 73 46

売上債権の増減額（△は増加） 971,122 △596,576

たな卸資産の増減額（△は増加） 459,405 65,246

その他の流動資産の増減額（△は増加） △38,652 20,781

その他投資等の増減額(△は増加) 2,794 64,299

仕入債務の増減額（△は減少） △404,341 △207,291

未払消費税等の増減額（△は減少） 122,330 6,842

その他の流動負債の増減額（△は減少） 358,686 454,141

その他 △22,259 △19,332

小計 4,547,128 2,075,249

利息及び配当金の受取額 80,141 116,176

利息の支払額 △73 △46

法人税等の還付額 7,274 4,955

法人税等の支払額 △2,436,413 △2,259,655

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,198,058 △63,321

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △82,224 △80,000

定期預金の払戻による収入 1,836,644 80,000

有形固定資産の取得による支出 △137,313 △270,963

有形固定資産の売却による収入 6,648,887 347

無形固定資産の取得による支出 △26,414 △74,917

投資有価証券の取得による支出 △1,018,919 △1,079,768

関係会社株式の取得による支出 △45,000 －

敷金及び保証金の差入による支出 △87,204 －

敷金及び保証金の回収による収入 10,027 2,780

その他 △23,509 54,858

投資活動によるキャッシュ・フロー 7,074,972 △1,367,662



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △1,402,585 △1,264,546

自己株式の取得による支出 △1,500,393 △569

自己株式の売却による収入 117 341

その他 △5,077 △12,092

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,907,938 △1,276,866

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,362 △49,514

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,348,730 △2,757,364

現金及び現金同等物の期首残高 12,497,698 19,011,395

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,846,429 16,254,031



該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

事業の種類として「システムソリューションサービス事業」、「人材派遣事業」及び「不動産賃貸事業」に区

分しておりますが、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める「システムソリューショ

ンサービス事業」の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しており

ます。 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社及び当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

当社グループは各会社が１つのセグメントを構成しております。当社は、各事業部門が情報サービス及びソフ

トウエアプロダクトの事業を行い、トータルのシステムサービスとして事業活動していることから、システムソ

リューションサービス事業として集約しております。 

したがって、当社グループは、各会社を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「システムソリ

ューションサービス事業」、「人材派遣事業」及び「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしておりま

す。 

「システムソリューションサービス事業」は、情報サービス、パッケージソフト及びシステム機器販売を行っ

ております。「人材派遣事業」は、一般事業会社に広く人材を派遣しております。「不動産賃貸事業」は、主に

居住用住宅を賃貸しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額171千円には、セグメント間取引消去292千円、全社費用△120千円が含まれて

おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２） 

システムソリ
ューションサ
ービス事業 

人材派遣事業
不動産賃貸事
業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高  23,506,620  1,230,359  282,605  25,019,585  －  25,019,585

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  243,873  18,746  262,620  △262,620  －

計  23,506,620  1,474,233  301,351  25,282,206  △262,620  25,019,585

セグメント利益  2,470,771  35,443  72,917  2,579,132  171  2,579,304



３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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